
書きそんじハガキ回収キャンペーン 

「書きそんじハガキ回収プロジェクト」は、手軽

に始められる国際協力及び、リサイクル･エコ活

動として、みなさんが世界の教育の現状を知る国

際理解教育に繋がる活動です。ハガキ 1枚から身

近にできる国際協力として、書きそんじハガキ回

収へのご協力をお願いします。 

＊書きそんじハガキ１１枚で、カンボジアでは

一人がひと月学校に通うことができるそう

です。 

有害情報から守るために 
パソコン・携帯電話の普及により、今ではどの

家庭にも当たり前のように広がってきたインター

ネット。しかし便利な反面、様々なリスクを伴う

危険があるのも現状です。家庭でも使い方のルー

ルを決め上で使用状況を把握するなどして、安全

にインターネットを利用しましょう。 

＊お子様がどんな使い方をしているか、 

次の項目についてチェックしてみましょう。

メール・検索・ニュース・有名人のホームページ・

音楽や動画・掲示板やブログ・SNS やゲームなど 

2015 年干支 未（ひつじ）の由来 
「未」の字には、豊作への願いがこめられて

いて、群れをなす「羊」は家族の安泰を示し、

いつまでも平和に暮らす事を意味しています。

ちなみにこの干支の人は、穏やかで人情に厚

いといわれるそうですが、この 1年も自分の周

りの家族や友達に優しく思いやりを持って過ご

したいですね。 

あけましておめでとうございます。

２０１５年（平成２７年）を迎えました。新しい年を迎えて身の引き締まる思いです。今年もよろしくお願いいたします。今年

はひつじ年。漢字で表わすと羊年ではなく、未年です。未は、未来の未。よりよい未来につながる出来事がたくさんある年

にしたいものです。今年も子どもたちが夢を持って、生き生きと元気に過ごせますようにと祈っています。また、子どもたち

一人ひとりが、学校という集団の中でのびのびとその持てる力を伸ばせるようにと考えています。 

ところで、昨年の12月 3日に小惑星探査機「はやぶさ 2」を搭載したH-IIA ロケット 26号機が、種子島宇宙センターから

打ち上げられました。 

これに先立つ「はやぶさ」は、様々に報道されたので皆様もご存じでしょう。今から１２年前、今年と同じひつじ年の２００３年

に打ち上げられ、２年後の２００５年９月に小惑星イトカワに到着、着陸には成功したものの、燃料漏れやエンジンの停止、

音信不通などのトラブルにより、帰還が何度も危ぶまれました。しかし、「はやぶさ」はそのトラブルを克服し、２０１０年６月

に帰還しました。約６０億キロの旅でした。月以外の天体に着陸した探査機が帰還したのは世界で初めてのことでした。 

今回の「はやぶさ 2」は、種子島宇宙センターを出発し、帰還までおよそ 52億キロの旅路をたどります。目的の小惑星

1999 JU3に着陸するのは３年後の２０１８年です。この惑星で約1年半をかけて、惑星に関する様々なデータを採り、２０２０年

にその結果の詰まったカプセルが地球に帰還します。しかし、「はやぶさ2」の機体が地球に帰還することはなく、戻ってくる

のは、小惑星サンプルの入った再突入カプセルのみ。「はやぶさ 2」は、地球の横をすり抜け、次の旅路へと向かう予定だ

ということです。 

宇宙や命の始まりを解き明かそうとする大きな目的のために、未知なる挑戦が、ついに始まりました。人類の未来のた

めに、日本の様々な会社や人々が協力し合い、その発想と知恵、技術を集めて、この挑戦を支えています。 

未来のために打ち上げられた「はやぶさ２」が帰ってくる５年後の２０２０年。私たちはそれぞれの夢をどのようにかなえ

ているでしょうか。地球で自らの様々な挑戦を続けながら、この帰還を楽しみに待ちたいと思います。 

学校長 酒 井 千 佳 
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